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活陛炭素の製造研究 II 
さ40糎の一端近〈に径11短長さ7，1建の技管を附ーした硬質硝子管で此の端に3600Cの水銀寒暖計を
挿入したゴム栓を成主う他端l'C径1梅長さ7糎のlíít'子管を貫通したゴム栓を施L是より図の如〈酸
素気流を選るp 今試料約3瓦を秤量し之れを燃焼管の中央部に入れ軽〈石綿識維にて支さえ水銀
主主暖計を装入した後， 径12糎長さ301涯の電気環扶燈中に装顕し酸素気流を一分間150c.c. の流速
で通じっL徐々に昇温せしめ温度上昇を時間 と共に記錯する時この曲椋の念昇部がgpち発火点を
示ナ， 然し実験的には注意深〈観察すれば: rボン」と小爆昔を発すると共に計示度の急:昇が認め
られ同時に茨素粒の赤熱と白煙現象が見うけられる事により充分反!恵点を認める事が出来る。上
越の操作により数々の実験を行ったが今その一例を挙げると弐の様で是うる。
(A)賦活温度 の影響
先や賦活温度を揺氏300度より700度迄とり時間を2.時間一定とした。
印ち賦活温度4旬。C以下では発火点は2EíOOC以
下であるが5000C以上のl申は 何れも3000C以ヒの
ものが得られ6000C以tでは大体一定し33!10Cで
るる事が判った。
(B) 賦活時聞の影響
共ぎに賦活温度は6000Cと定め時間を程々変更し
て見た。
院「賦活時間i由("C)l発火点く'C)
I .1 I 0.5 600 238 
I 2 I 1.0 I � 282 
! 3 I 1.5 ク i 300 
番号l賦話調度CC) I時間〈時)1発火点(OC)
300 2 179 
350 か 183 
3 400 ク 192 
4 450 か 237 
5 I 500 グ 3つ9
6 550 か 324 
7 600 グ 333 
日 650 ィク 335 
9 700 か 336 
クhvhゲ
郎ち賦活時間，1時間以下の場合は発火点は300
OC以下であるが2時間以上白時は必らや8000C以
上のものが得られる事が確かめられた。
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結 論
どクÁ 以上の実験より塩化亜鉛法による溶剤回牧用炭の
日 4.0 ク 338 
製造中，我々が屡々遭遇した製品の仕上乾燥時の発
火燃焼の現象は鉛θ如き金属酸化物の除去も回より必要で、苦うるが夫の主原因は予想、の如〈賦活温
度及び時聞にるった事が本研究により明かにせられ師ちエ業上掃氏600度，2時間以上の賦活情
燥を行えば発火現象θ杷憂が全〈なき事が此の結果を基礎にした爾後θ製造作業に於て充分立言)1
遂行された。
CH) 粒版活性用茨の吸着力特に硬度に及Lfす
賦活方法の影響に就いて
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緒 "言言­E司
活性安素の特性ば吸苦力の大なる事にあるは言う迄もない。 随って従来発表された諸研究ば殆
んど吸着に関ずる諸問題に限ちれ硬度については殆んど行われていない。 勿論，脱色用粉炭にあ
っては是は必要外であるが陪剤回収用実や防毒マスク茨の如き粒fUt茨にあっては工業的利用の見
地から硬度が大きな問題と・なって〈る。 部ち何れD溶剤を回i段ナるにせよ一旦吸若ぜしめたもの
は水蒸気により直接又は間接加熱して脆着を行うが此の際，硬度の弱いものは漸弐破砕せられて
I2 野経宋音・和問富情
吸者J苓内をつめ遇気抵抗を増大ぜしめ瓦斯流還を変化或いは阻止せしめる。 同様友現象が触媒体
として使用する場合にも叉防毒マスク茨の場合にも現われ使用目的を困難又は不可能ならしめ
る。現在迄に行われている硬度獲保法は(1)原料自体堅硬な物質を賦活倍焼する。(2)特殊な粘
着剤を混和し之を強圧活粒し芦託毘で賦活ナる。(3)その他。方法等である。所が此の硬度と吸着
力は互に相反する性格を示し硬度大なるもθは吸着力小であり吸着力大なるものは硬度が充分で、
ないのが実情でるる。
筆者等の行った塩化亜鉛法による溶剤回牧用茨に遣うづても此の傾向l式売がれや由来， 木法は吸
着力大なるものL製造法として特長付けられ此の点に於いては他に比較し優良なものが得られた
が硬度の点には必らす=しも然らや硬軟区々のものを生じ潟に蒸煮傑件や遺粒機の問題，粘着剤の
添加，乾燥法， 賦活法等の諸工程につき種々研究調査を行った。
本報はと記諸案件中， 賦活操作 の相異による硬度えの影響を追求した際，得られた結果であっ
て同時に吸着力の点に就いても興味言うる示唆を輿えて〈れた。
費 騒 の 割
賦活温度及び時聞は既研究(続報発表)により揖氏600度， 2 時を保持したが 賦活時 に於け る
操作を常圧下共の如き種々な保件下で試みた。
(1) 賦活温度のかけ方を， 徐々に昇温し捨焼時間態了後， 叉徐々に降温せしめる(徐熱徐冷
法 と名付\)以下何々法 と記す。
(2)窒素ガスを流通し乍ら(1)の如〈行う。〔窒素気流中の徐熱徐冷法)
(3 ) 炭酸ガスを流通しつ"' (1)の如〈行う。(茨酸ガス中の徐索ぱ余冷法)
( 4 ) 水蒸気 主 通 じ乍 ら (1 )の如〈 行う。(水 蒸気流中の 徐熱徐冷法 〕
(5) 賦活温度主徐々にるげ;捨焼時間格了後直ちに冷水中に浸漬ナる。(徐熱念冷法)
(6) 予じめ所定温度にあげた躍中に試料を入れ賠焼時間経了後直ちに冷水中に浸漬ずる。(急:
熱急:冷法〕
試料はI報記載の製造録件により蒸煮， 認過， 迭粒， 予備乾燥したものより各々100瓦宛mい
陪焼装置もI報記載のものでz たど試料を装入する管は内径3糎長さ150糎の一方θ端側にグア
ルブ(A)及び、径1糎長さ2 0掘の図の如きヴアルブ(B)付きの 曲管を熔接した鉄骨二をmいた。
試料はとの鉄管の中央部に入れられ此の両側を軽〈石綿片で支え 然る後必要にl@{じ瓦斯流を曲管
より導入しつL賦活操作を行う。急:冷操作 の際はヴアルプ(B)を閉じグアルブ(A)を開き是
より水道水を直入せしめる。陪焼後Jは弐稀碕必酸洗襟及び
吸着力 を測定した。 装置 。略 図はさた の 如し。
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硬度の表わし方; --6メッシユ以下のものを除いた乾燥品50瓦を飾振輩横(1'. R. K. 1243) 
に装着した 6メ ッ シ ユ 筒上に置き径;8" の 鋼鉄球 (重さ.'3. 5瓦)1阿国と共に60分間j運時振撞し飾
上に残留したものL試料に対ナる重量%を以てナる。
吸着カの 表わし方; 一一乾燥試料50c.c. を内箆2.4糎長さ20糎の 硝子製吸牧管lz::.採り揖氏20
度恒温の 精製ベンゼン蒸気(叉は95度酒精蒸気)を飽和せしめた空気を1.5糎毎秒の 速度T通じ
I3 
吸i段管の増量が恒定に諒した時との増量犯が試料の重量mに対ずる%，自Pちおjmxl00にて表わ
す。
今， 実験例を示すと弐の様である凸
ぐり徐熱 徐J令法
活性炭素の製造研究
窒素気流中の徐熱徐冷法
番 号 | 吸着カ(ペシゼン) I 硬度〈幼 |
A 63 . 8  9 1 .0 
B 64 . 7 9 1 . 0  
C 66 . 5 89.0 
D 66 . 2  89. 0 
平 均 値 1 65.3 90.0 
(2) 
番 号 | 吸着JJ(ベンゼン) I 硬度ω
A 62.5 9 1 . 0  
B 64 . 3 90 . 5  
C 66.2 89.5 
D 65 . 8  89 . 0  
卒均値 | 64 . 7  90 . 0 
水蒸気流中の徐熱徐冷法(4) 表酸ガス中の徐熱徐冷法(3) 
88 . 0  
87 . 0  
86 . 0 
83 . 0 
践者力Cペシゼシ〉
56 . 2  
55 . 8 
58 . 0 
59.2 
号
AB
CD 
番番
AB
CD 
!被度ω
87 . 0  
82 . 0 
85 . 0  
84 . 0 
E受着力〈ペシゼシ〉
59 . 8  
64 . 9  
63. 5 
65 . 0 
目マ玉
86 . 0  57.3 卒 均 値 |
番 号 | 吸着カヒペνゼシ) I 限度〈幼
A 64 . 2  97. 5  
B I 65 . 8 I 97 .5 
c I 66 . 5  I 97. 5  
D 66 . 3 I 97 . 5 
卒 均 値 1 65. 7 I 97 
賦脚活法齢の麓醐類 | 峻鵬着カ拭〈ベンゼシJ) I 硬度ω
(1) 64 . 7  I 90・0
(2) 65.3 I 90 . 0  
(3) 1. 63 . 3  I 84.5 
任) 57.3 I 86 . 0  
(5) 64.6 I 95.7 
(6) I 65.7 I 97 . 5  
急:熱念冷法(6) 
己主J
くの 徐熱急:冷 法
番 号 | 雌力(ペシゼン) I 硬度ω
A 62 . 6  1 97・O
B 65 . 3  96 . 2  
C 64.8 95 . 0 
D 65. 7 94. 6 
卒均値 I 64.6 I 
84 . 5  63 . 3  
95.7 
今上記実験例各組中の平均値をとり出し之を
ー去に纏めると右去とな る 。
本表をグラフで表わすと第一図及び第二図と
なる。
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最後に本研究を綜合し常圧下徐熱徐冷法1'C比べた他法の結果を要約すると，
(イ ) 窒素気流中の賦活法のものは硬度， 吸着力とも殆んど変りなし。
(ロ 〕 茨酸ガス中賦j司法のものは硬度，吸着力とも劣る。
やす 水蒸気中賦活法のものは硬度，吸着カとも遥かに劣る。
(ニ 〕 徐熱意�(令賦活法のものは吸着力は殆んど等しいが硬度は可成り優る。
(ホ) 急;熱急:冷賦活法のものは硬度，吸着力ともに優れ特に硬度に於いて著しい!二昇を示す。
〔附記〕 活性炭素の製造研究は筆者が在職せる三共活性炭欲式会社の創立当時， 行われたもので為るが当時
Iì.製造企画に多忙を極め， 未発表のまLになってゐたもので為る。
(盟) 粒版活性用炭の硬度に及ぼす仕上乾燥温度
の影響に就いて
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溶剤回牧用安の硬度が工業的利用に当り実際問題として甚はだ重要な性質でるる事は前報(II)
で記述した。 本報は此の硬度の11JJ題に関し前報i亡。読いで調査された結果であって製造工程に於け
る最後の段階でるる仕上乾燥温度が硬度に又吸着力に何等か影響主及ぼナにるらざるやに対し行
われた実験でるる。
費 験 の 部
試料は前報(1)の如き製造俵件で蒸煮，艦過，芯粒， 予備乾燥，賦活倍焼したもりを稀塩酸洗，
水洗したものより各々50c.c. 採り共図の女r1き乾燥装置で乾燥温度を揖氏120度， 150度， 170 
度， 200度， 230度， 260度の六通りにし時間を乾燥恒量に主主:ナる点， 一時間とし，乾燥熱空気の
流速は一分間1役立とした。装置の略図は弐coj邑りである。
先十除!塞瓶(ム)を通り実
験用小型選風器(B)より主主
ら れ た空気は圧力調整大瓶
(C)，流量計(D)， 及び
燥瓶(E)を経てプンゼン燈
でで、熱せちれたラツサ-コン氏
過熱蒸案気[装置(F)により趨
当の湿度に加熱され硝子導昔管手により(G)t.な主るy水k銀惑
暖計計-を持入された枝付付.試験昔管:中を遁り一定の温度を示
してワコL括性茨居を有ナる硝子製乾燥管(H)の上部よ
D導入され下端よb去るO乾燥管管2は内径2.4糎，長さ
20糎の図の如き円筒型で下方を内怪0.6糎，長さ3糎
に絞ヲたもので活性安居は底部にある細い硝子棒で作
られた螺旋kに置かれている。
以上の抜作により乾燥された各試料につき硬度及び
吸着力を測定した実験例の一つを掲げると:9Cの通bでるる。
ム宣告品→
乾燥溜度|時間|硬度|吸着力(ベンゼシ〉
CC) I (時) I (%) I (xjm x 100) 
120 87 62.7 
150 88 62.3 
170 85 64.6 
200 86 63.9 
230 87 63.2 
62.9 260 87 
とれを図示すれば，
